
『微分方程式』期末試験解答例(2020) 

１． 

(1) xe
dx

dy x cos  

直ちに積分できる形である。 

  


 dxxexdxey xx sincos  

  


 dxxexexdxexe xxxx cossinsinsin  

 xdxexexe xxx coscossin  (5 点) 

よって， 

  Cxxexdxey xx   cossin
2

1
cos  (+5 点) 

(2) ppxy cos  

両辺を x で微分すると， 

ppxpppy sin ，   0sin  pxp ． 

これより， 0p または px sin  (5 点)． 

前者より p = C（C: 積分定数），与式に代入し

て， CCxy cos (+3 点) 

後者を与式に代入して， pppy cossin  ．こ

れと px sin を組み合わせて，p をパラメータ

として x と y の関係が与えられた．(+2 点) 

２． 

(1) 一般解は y = Ce
5x． 

(2) 非同次項の形から，特解を y = Ce
3x とおい

て，与式に代入する。C = –1/2 が得られる。 

(3) 非同次方程式の一般解は xx eCey 35

2

1


となるので初期条件を課すと，C = 3/2 (5 点)。

したがって，  xx eey 353
2

1
  (+5 点) 

３． 

(1) 同次方程式の特性方程式は 

 2
 – 4 = 0,  = 2, –2 

よって，基本解は e
2xと e

-2x，一般解は 

 y = C1e
2x

 + C2e
-2x

 

 

(2) 非同次項の形から，特殊解を xCy sin の

形で仮定して代入すると，C = –1が得られる。

特殊解は–sinx。 

(3) 非同次方程式の一般解は 

y = C1e
2x

 + C2e
-2x

 – sinx  

である．x で微分すると， 

 xeCeCy xx cos22 2

2

2

1    

条件を代入すると(次式各 2 点)， 

 210 CC  ， 1220 21  CC ． 

これを解いて，
4

1
1 C ，

4

1
2 C (各 3 点)． 

  xeey xx sin
4

1 22    

４． 

(1) g



tQM

wQ

dt

du

mf0

emf  

直接積分して解を得られる形である。 

dt
tQM

wQ
u  













 g

mf0

emf  

  CttQMw  gmf0e log  

初期条件：t = 0 で u = 0 より， 0e log MwC  。 

t
tQM

M
wu g




mf0

0

e log  

(2) (1)で得られた式に与えられた数値を代入

すれば，u = 102 m/s となる。 

 

※驚くべきことに，３．(1)で特性方程式を間

違えている人（一番多かったのは2
 – 4 = 0）

が多数いました。特性方程式は基本ですから，

これは実に残念なことです。 


